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ロ
シ
ア
及
び
中
国
に
よ
る
対
日
有
害
活
動
等

　

ロ
シ
ア
で
は
、
平
成
二
〇
年
三
月
に
大
統
領
選
挙

が
行
わ
れ
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
（
当
時
）
か
ら
後
継

指
名
を
受
け
て
い
た
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
第
一
副
首

相
（
当
時
）
が
当
選
し
、
五
月
七
日
、
第
三
代
ロ
シ

ア
連
邦
大
統
領
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
は
、
就
任
演
説
に

お
い
て
「
過
去
八
年
間
で
築
か
れ
た
長
期
的
な
発
展

の
た
め
の
強
力
な
土
台
を
い
か
し
、
国
民
が
自
信
を

持
っ
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
国
を
作
る
」と
述
べ
、プ
ー

チ
ン
政
権
の
路
線
を
継
承
す
る
こ
と
を
明
言
し
ま
し

た
。
な
お
、
大
統
領
退
任
後
の
去
就
が
注
目
さ
れ
て

い
た
プ
ー
チ
ン
前
大
統
領
は
、
退
任
と
同
時
に
与
党

「
統
一
ロ
シ
ア
」
の
党
首
に
就
任
し
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー

ジ
ェ
フ
大
統
領
か
ら
の
首
相
候
補
指
名
を
受
け
、
下

院
の
承
認
を
経
て
、
首
相
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
情
報
機
関
に
つ
い
て
は
、
一
九
年
一
〇
月

に
、
国
家
保
安
委
員
会
（
Ｋ
Ｇ
Ｂ
）
の
対
外
諜
報
部

門
を
継
承
し
た
対
外
情
報
庁
（
Ｓ
Ｖ
Ｒ
）
の
長
官
に

フ
ラ
ト
コ
フ
前
首
相
が
就
任
し
た
ほ
か
、
治
安
機
関

向
け
の
予
算
が
増
額
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

ロ
シ
ア
情
報
機
関
の
活
動
が
活
発
化
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
同
人
に
漏
ら
し
た
ほ
か
、
現
金
一
〇
万
円
の
賄
賂

を
受
け
取
っ
て
い
た
と
し
て
、
警
視
庁
が
、
元
内
閣

事
務
官
を
国
家
公
務
員
法
（
秘
密
を
守
る
義
務
）
違

反
及
び
収
賄
罪
で
、
元
二
等
書
記
官
を
国
家
公
務
員

法
（
秘
密
を
守
る
義
務
違
反
の
そ
そ
の
か
し
）
違
反

及
び
贈
賄
罪
で
そ
れ
ぞ
れ
検
挙
し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア

情
報
機
関
員
に
よ
る
こ
う
し
た
違
法
な
情
報
収
集
活

動
は
、
今
後
も
我
が
国
内
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ

る
と
み
ら
れ
ま
す
。
警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪

行
為
に
よ
っ
て
我
が
国
の
国
益
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
違
法
行
為
に
対
し
て
は
、
厳
正
な
取

締
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

対独戦勝利軍事パレードを観閲するロシアのメド
ヴェージェフ大統領とプーチン首相（５月）（時事）

が
、
民
間
企
業
の
技
術
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
先

端
科
学
技
術
を
違
法
に
入
手
し
た
事
件
を
検
挙
し
ま

し
た
。
ま
た
、
二
〇
年
一
月
に
は
、
内
閣
情
報
調
査

室
に
勤
務
す
る
内
閣
事
務
官
が
、
ロ
シ
ア
の
情
報
機

関
員
と
み
ら
れ
る
在
日
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
館
二
等
書

記
官
の
そ
そ
の
か
し
に
よ
り
職
務
上
知
り
得
た
秘
密

一
．
軍
の
現
代
化
と
産
業
構
造
の
転
換
を
図
る
中
国

　

胡こ

錦き
ん

濤と
う

総
書
記
は
、
一
九
年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ

た
第
一
七
回
中
国
共
産
党
全
国
代
表
大
会
に
お
い
て

行
っ
た
政
治
報
告
の
中
で
、
軍
事
力
の
現
代
化
・
情

報
化
及
び
武
器
装
備
の
自
主
開
発
の
方
針
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、二
〇
年
九
月
、

人
民
解
放
軍
総
装
備
部
長
の
指
揮
の
下
、
有
人
宇
宙

船
「
神し

ん

舟し
ゆ
う

七
号
」
の
打
ち
上
げ
と
中
国
初
の
船
外

活
動
を
成
功
さ
せ
た
ほ
か
、
原
子
力
潜
水
艦
、
主
力

　

我
が
国
に
お

い
て
も
、
在
日

ロ
シ
ア
情
報
機

関
員
に
よ
る

活
動
は
、
冷
戦

終
結
後
も
活
発

で
あ
り
、
一
七

年
と
一
八
年
に

は
、
在
日
ロ
シ

ア
情
報
機
関
員

依
然
と
し
て
情
報
活
動
を

活
発
に
展
開
す
る
ロ
シ
ア

１

軍
事
大
国
・
科
学
立
国
を
目
指
し

情
報
収
集
を
図
る
中
国

２
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戦
闘
機
等
の
主
力
武
器
装
備
に
つ
い
て
、
外
国
か
ら

の
購
入
か
ら
自
主
開
発
・
生
産
に
切
り
替
え
、
順
次

配
備
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
急
速
な
軍
備
拡
大
を
支
え
て
き
た
経
済
成
長

に
は
陰
り
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。
中
国
は
、
環
境
対

応
技
術
や
高
付
加
価
値
製
品
を
開
発
・
生
産
す
る
「
創

新
型
国
家
」
へ
の
転
換
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
国

家
を
挙
げ
て
産
業
構
造
の
転
換
を
推
進
し
て
い
ま
す

が
、
基
礎
技
術
研
究
の
蓄
積
不
足
に
起
因
す
る
開
発
力

の
不
足
等
に
よ
り
十
分
に
は
進
展
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

中
国
は
、
自
国
の
開
発
力
不
足
を
補
う
た
め
、
外

国
の
企
業
や
研
究
機
関
が
既
に
保
有
す
る
先
端
科
学

技
術
情
報
に
着
眼
し
、
高
度
な
環
境
技
術
等
を
有
す

る
外
国
企
業
に
対
し
て
自
国
企
業
と
の
合
弁
等
に
よ

る
進
出
を
誘
致
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
国
は
、
新
た
な
先
端
技
術
情
報
収
集
手

段
と
し
て
、「
Ｉ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
製
品
の
強
制
認

証
制
度
」
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
実

現
す
れ
ば
、
中
国
に
進
出
又
は
製
品
を
輸
出
す
る
企

業
は
、
Ｉ
Ｔ
製
品
を
制
御
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
設

計
図
で
あ
る
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
の
中
国
政
府
へ
の
開
示

を
強
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
知
的
財
産
の
中
国
へ

の
流
出
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
．
我
が
国
に
お
け
る
情
報
収
集
活
動
の
実
態

　

中
国
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
先
端
科
学
技
術

保
有
企
業
、
防
衛
関
連
企
業
、
研
究
機
関
等
に
技
術

者
、
研
究
者
、
留
学
生
等
を
派
遣
す
る
な
ど
し
て
、

長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
巧
妙
か
つ
多
様
な
手
段
で
情

報
収
集
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
一
九

年
三
月
に
は
、
愛
知
県
警
察
が
、
国
内
大
手
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
す
る
中
国
人
技
術
者
に
つ
い

て
、
約
一
三
万
件
も
の
電
子
設
計
図
デ
ー
タ
を
不
正

に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
社
有
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
出
し

た
と
し
て
、
横
領
容
疑
で
逮
捕
し
、
中
国
人
に
よ
る

違
法
な
先
端
科
学
技
術
情
報
の
収
集
実
態
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　

中
国
は
、
今
後
と
も
国
内
外
に
お
い
て
様
々
な
手

段
を
用
い
て
、
積
極
的
か
つ
幅
広
く
先
端
科
学
技
術

の
収
集
を
続
け
て
い
く
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
違
法
行
為
が
あ
れ
ば
、
我
が
国
の
国

益
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
厳
正
に
対
処

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

北京オリンピック聖火リレー時における中国人留学生等の盛り上がり（４月、長野）

有人宇宙船「神
しん

舟
しゅう

７号」の打ち上げ（時事）
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一
．
国
際
的
な
取
組
み

　

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た

首
脳
宣
言
で
は
、
大
量
破
壊
兵
器
及
び
そ
の
運
搬
手

段
の
拡
散
の
危
険
を
克
服
し
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る

大
量
破
壊
兵
器
の
取
得
を
防
止
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ

る
努
力
を
行
う
こ
と
、
拡
散
を
防
止
し
、
又
は
こ
れ

に
対
抗
す
る
に
は
、
す
べ
て
の
国
が
効
果
的
な
措
置

を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
目
的
に
向

け
た
努
力
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
対
す
る
脅
威

で
あ
る
大
量
破
壊
兵
器
、
ミ
サ
イ
ル
及
び
そ
れ
ら
の

関
連
物
資
の
拡
散
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
国
際
法
及

び
各
国
国
内
法
の
範
囲
内
で
、
参
加
国
が
共
同
し
て

と
り
得
る
移
転
及
び
輸
送
阻
止
の
た
め
の
措
置
を
検

討
・
実
践
す
る
取
組
み
（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
）
に
つ
い
て
は
、

近
年
そ
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
国
際
的
な
取
組
み
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
お
り
、二
〇
年
九
月
に
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
た
Ｐ
Ｓ
Ｉ
海
上
阻
止
訓

練
に
は
、
警
視
庁
及
び
大
阪
府
警
察
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
ロ

対
応
専
門
部
隊
が
参
加
し
、
税
関
職
員
と
共
同
で
、

コ
ン
テ
ナ
内
で
発
見
さ
れ
た
大
量
破
壊
兵
器
関
連
物

資
に
対
す
る
検
査
・
特
定
等
を
行
う
な
ど
し
ま
し
た
。

の
不
正
輸
出
事
件
を
検
挙
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
警
察
が
こ
れ
ま
で
検
挙
し
た
事
案
に
お
い

て
、
第
三
国
を
経
由
し
た
迂う

回
輸
出
の
実
態
が
確
認

さ
れ
る
な
ど
、
不
正
輸
出
の
手
口
は
悪
質
・
巧
妙
化

し
て
い
ま
す
。
警
察
で
は
、
国
内
外
の
諸
情
勢
を
的

確
に
把
握
・
分
析
し
、
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
情
報

交
換
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
大
量
破
壊
兵
器
関

連
物
資
等
不
正
輸
出
事
案
の
取
締
り
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

二
．
警
察
の
取
組
み

　

警
察
は
、
大
量
破
壊
兵
器
の
拡
散
が
国
際
安
全
保

障
上
の
重
大
な
関
心
事
項
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
日
本
か
ら
の
大
量
破
壊
兵
器
関
連
物
資
等
の

不
正
輸
出
の
取
締
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、

二
〇
年
中
に
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
、
北
朝
鮮
の
核
再
処

理
施
設
に
お
け
る
視
察
を
し
た
際
、
日
本
製
の
真
空

排
気
装
置
を
発
見
し
た
こ
と
を
端
緒
に
捜
査
を
開
始

し
、
台
湾
経
由
に
よ
る
北
朝
鮮
向
け
真
空
ポ
ン
プ
等

PSI海上阻止訓練での警視庁及び大阪府警察のNBCテロ対応専門部隊
（９月、ニュージーランド）

大
量
破
壊
兵
器
関
連

物
資
等
の
不
正
輸
出

３


